
 

 

 

経理部経理課 

平成２７年度決算が、去る５月２６日に開催された学園理事会及び評議員会において承認されましたので、そ

の概要をお知らせします。 

平成２７年度は教職員・学生環境整備を目的とした寮の２棟目となる「Dormitory いちょう」が竣工し、さら

に本学として２校目の看護専門学校となる「看護専門学校三郷校」が開学となりました。 

大学病院においては、震災等の災害時も病院機能を維持するため４期目となる耐震補強工事を行い、また、セ

ンター機能強化を図るため、救命救急センターＩＣＵ拡張工事を行いました。 

越谷病院においては、２００床増床に伴う新棟建設工事が着工し、また、高エネルギー放射線治療システム（ラ

イナック）の老朽化に伴い、ライナック棟新築工事を行いました。 

日光医療センターにおいては、熱源設備の経年劣化による更新工事を行いました。 

この様な状況下において、平成２７度決算は、３病院（大学病院、越谷病院、日光医療センター）を中心に増

収対策に取り組み、各部署においても事業の見直しや経費縮減を積極的に推し進め、収支改善努力に努めた結果、

基本金組入前当年度収支差額（事業活動収入－事業活動支出）は、予算の６億５０百万円を１０億５４百万円上

回る１７億４百万円の黒字を確保することができました。（前年度は１６億７６百万円） 

以下、事業概要及び事業活動収支・資金収支計算書を掲載し、特に目立った動きを中心に簡潔に説明します。 

 

                                   
                      ＊差異＝予算－実績 （マイナス表示は予算超過を表しています） 

（単位 百万円） 
２７年度事業内容 結果・備考等 ２７年度予算 実 績 差 異 

《医科大学》 

１．教学関係 

①医学部 

１）全国共用試験 

  

 

 

 

２）早期医学・地域医療体験 

 

 

 

 

３）学生の海外研修 

 

４）医師国家試験対策合宿 

 

５）国際交流等の拡充・充実 

 

６）がんプロフェッショナル養成基盤

推進プラン 

７）国際交流推進 

 

 ８）教務事務システム更新 

 

 ９）出席管理システムの導入 

 

②看護学部 

１）領域別臨床看護学実習 

 

２）ふれあい看護学実習 

 

３）基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ 

 

４）地域看護学実習Ⅱ 

 

 

５）国家試験対策 

 

 

 

１）ＣＢＴ：コンピューターによる医学知識試験の実

施 

ＯＳＣＥ：「医療面接」「頭頸部」「胸部」等７つのステ

ーションでの模擬患者を相手とする実技試験の実

施 

２）期間集中型科目「コミュニティーヘルスインター

ンシップ」「アドバンスドコミュニティーヘルスインタ

ーンシップ」、選択科目｢地域包括医療実習｣の開

設による本学附属病院や学外の福祉施設等での

体験学習の実施 

３）学内試験選抜の学生の海外大学病院等におけ

る約２週間の見学実習の実施 

４）５・６年生を対象に、卒業試験・医師国家試験の

合格に向けて、短期集中合宿を実施 

５）国際交流の拡充や支援、海外大学との提携等

の検討、海外視察の実施 

６）本学国公私立８大学の共同申請による「国際協

力型がん臨床指導者養成拠点」に参加 

７）海外の大学・教育研究機関等との交流及び国

際協力事業の推進 

８）学生データ一元管理及び業務効率化のための

新システムの導入 

９）講義毎の出席確認を出席票による記入方式から

ＩＣカード認証方式に変更 

 

１）小児・母性・成人・老年・精神・地域の各領域に

おける実習の実施 

２）地域の健康な人々とのふれあいを通して、価値

観や健康保持のための看護の役割等の学習 

３）病院において、患者の心理状態や良好な人間

関係の構築等の学習及び看護援助の体験学習  

４）企業の健康管理、学校保健、産業保健活動の

実態を環境調整・安全管理の視点から指導保健

師と共に地域活動を実践 

５）国家試験対策コーナー等の環境整備、模擬試

 

 

 

５．２ 

 

２．１ 

 

 

３．１ 

 

 

 

 

１４．９ 

 

９．３ 

 

 

３．０ 

 

９．０ 

７．９ 

 

５８．２ 

 

７．３ 

 

 

４．１ 

 

０．９ 

 

０．６ 

 

０．８ 

 

 

４．４ 

 

 

 

４．７ 

 

２．４ 

 

 

２．９ 

 

 

 

 

１５．０ 

 

９．６ 

 

 

０．０ 

 

８．０ 

４．７ 

 

３７．６ 

 

０ 

 

 

４．０ 

 

１．２ 

 

１．２ 

 

０．９ 

 

 

２．９ 

 

 

 

０．５ 

 

－０．３ 

 

 

０．２ 

 

 

 

 

－０．１ 

 

－０．３ 

 

 

３．０ 

 

１．０ 

３．２ 

 

２０．６ 

 

７．３ 

 

 

０．１ 

 

－０．３ 

 

－０．６ 

 

－０．１ 

 

 

１．５ 

■ 事業概要 

◆ 平成２７年度決算について◆ 



 

６）学生の海外研修 

 

７）成績管理システム更新 

 

 

２．施設・設備関係 

１）教職員・学生寮（ドミトリーいちょう）

建設工事 

 

 

２）関記念学生館居室電気給湯器更

新工事 

３）病児保育室設置工事 

 

４）臨床棟防災装置更新工事 

５）臨床医学棟給湯リニューアル工

事 

６）教育研究・実習用機器備品 

７）図書 

 

３．管理運営関係 

１）図書館利用環境の整備 

 

２）看護師確保対策 

 

３）ホームページ更新・ＤＰＣ分析ソフ

ト導入 

４）会計ソフト・資産管理ソフトの導入 

５）電子ペーパーシステムの導入 

 

 

 

《大学病院》 

１．医療活動関係 

１）統合医療情報システム 

 

２）栃木県ドクターヘリ事業 

３）教育医療棟設備機器の整備 

 

４）教育医療棟へ移設後の院内設備

機器の整備 

 

２．施設・設備関係 

１）本館耐震工事（４/７期） 

 

２）本館病棟空調設備リニューアル工

事（１/４期） 

 

３）救命救急センターＩＣＵ拡張工事   

 

４）中央監視装置更新工事 

（１/３期）   

５）教育医療棟完成後の本館整備工

事 

６）医療設備機器整備 

 

７）医療画像管理システムの更新 

８）教育医療棟へ移設後の院内設備

機器の整備 

９）臨床研修機器整備 

 

験・特別講義等の実施 

６）海外の医療、看護業務の学習及び国際感覚を

習得するため海外にて１週間程度の実習の実施 

７）学生情報及び成績の一元管理、カリキュラム変

更に対応するために新システムを導入 

 

 

１）教職員・学生寮の建設（建設費５６０．３、売店か

ら一般室への用途変更工事  １３．９、水道加入

権８．５、ＬＡＮ導入費 ５．９、カーテンレール設置

費２．５） 

２）電気給湯器１４４台の更新 

 

３）ドミトリーいちょう1階会議室から病児保育室へ変

更 

４）火災警報受信機更新 

５）ボイラーの更新、給湯設備リニューアル工事 

 

６）教育研究・実習用機器備品の整備充実 

７）教育研究用図書の整備充実 

 

 

１）利用環境整備(ＬＡＮ回線の更新・ＬＡＮ工事１

５．９、利用者用コンピュータの更新２．３) 

２）就職説明会及び病院見学会の実施、就職セミナ

ーの参加、看護師募集サイトの機能等充実 

３）ホームページ更新及びＤＰＣ分析業務の効率化

により、迅速に報告ができる体制の構築 

４）減価償却等のソフト開発及び導入 

５）教授会等配布資料のペーパーレスによる紙資源

等の削減 

 

 

 

 

１）電子カルテシステム、ＰＡＣＳシステムの維持管

理 

２）ドクターヘリ運航業務の委託他 

３）教育医療棟完成に伴う機器備品及び什器の整

備 

４）教育医療棟への移設に伴う院内設備機器の整

備 

 

 

１）耐震補強工事（耐震工事７５０．０、設計・監理費

３１．０） 

２）空調設備更新工事（リニューアル工事  ３００．

０、設備更新工事２４０．０、電源増強工事４３．０、

設計・監理費２４．０） 

３）ＩＣＵ病床増床工事（拡張工事３７０．０、 

設計・監理費３０．０） 

４）中央監視装置の更新工事 

 

５）本館改修工事（改修工事２３０．０、設計・監理費

１８．０） 

６）大型医療設備、経年劣化による代替機器、最新

医療機器の整備 

７）ＰＡＣＳシステムの更新 

８）救命救急センターＩＣＵ拡張に伴う機器 

備品の購入 

９）臨床研修用機器、ＯＡ機器の購入 

 

 

３．６ 

 

２２．６ 

 

 

 

５９１．１ 

 

 

 

２９．５ 

 

２３．８ 

 

１８．８ 

１５．８ 

 

５８１．４ 

４２．２ 

 

 

１８．１ 

 

１１．５ 

 

９．９ 

 

９．９ 

６．５ 

 

 

 

 

 

５０９．０ 

 

２０２．９ 

９２．５ 

 

４０．０ 

 

 

 

７８１．０ 

 

６０７．０ 

 

 

４００．０ 

 

２６０．０ 

 

２４８．０ 

 

６００．０ 

 

４９６．８ 

１８０．０ 

 

５０．０ 

 

 

２．３ 

 

０．３ 

 

 

 

５６６．２ 

 

 

 

２９．６ 

 

２３．２ 

 

０．０ 

１０．８ 

 

３８８．４ 

３６．５ 

 

 

１４．６ 

 

９．５ 

 

０．０ 

 

９．４ 

０．０ 

 

 

 

 

 

５４２．２ 

 

２１６．７ 

９２．５ 

 

４０．０ 

 

 

 

５１４．１ 

 

２０６．６ 

 

 

３１６．７ 

 

２５３．８ 

 

１８９．９ 

 

６００．０ 

 

０．０ 

１８０．０ 

 

５０．０ 

 

 

１．３ 

 

２２．３ 

 

 

 

２４．９ 

 

 

 

－０．１ 

 

０．６ 

 

１８．８ 

５．０ 

 

１９３．０ 

５．７ 

 

 

３．５ 

 

２．０ 

 

９．９ 

 

０．５ 

６．５ 

 

 

 

 

 

－３３．２ 

 

－１３．８ 

０．０ 

 

０．０ 

 

 

 

２６６．９ 

 

４００．４ 

 

 

８３．３ 

 

６．２ 

 

５８．１ 

 

０．０ 

 

４９６．８ 

０．０ 

 

０．０ 

 



《越谷病院》 

１．医療活動関係 

１）オーダリングシステム 

２）ＳＰＤ業務委託拡充 

 

３）病室用備品の更新 

 

２．施設・設備関係 

１）郵政宿舎（南側）敷地取得及び新

棟建設工事 

 

２）ライナック棟新築工事 

３）北棟ＣＴ室跡地更衣室改修工事 

４）ＲＩモニター設備更新及び排水設

備補修工事 

５）瓦曽根外来棟新築工事 

 

６）医療設備機器整備 

 

７）オーダリングシステム更新 

８）放射線機器整備 

９）臨床研修機器整備 

 

《日光医療センター》 

１．医療活動関係 

１）業務外注化 

 

２）医療情報システムの充実 

３）診療報酬改定に伴うシステム変更 

 

２．施設・設備関係 

１）熱源設備更新工事（１/２期） 

２）手術室空調更新工事 

３）外来診察室改修工事 

４）ナースコール更新工事 

５）医療設備機器整備 

 

６）婦人科電子カルテ導入 

７）災害拠点病院設備整備 

８）へき地診療所の設備整備 

 

《看護専門学校壬生校》 

１．教学関係 

１）領域別看護学実習 

 

２）体験学習 

 

３）専任教員の研修・研究 

 

４）全国模擬試験 

 

２．施設・設備関係 

１）アスベスト除去工事 

 

２）実習室の設置 

 

３）学生情報・成績管理システム導入 

 

３．管理運営関係 

１）看護学生募集パンフレット制作 

 

 

 

 

１）オーダリングシステムの構築、各種システム更新                                 

２）薬剤部における在庫管理、消費データ管理等の

業務の拡充 

３）吸引機、オーバーテーブルの購入                   

 

 

１）隣地（郵政宿舎）取得（土地取得費１，８１３．８、

新棟建設工事着手金１，５００．０、移転補償費 

８２４．０、解体撤去費２３５．０） 

２）ライナック機器更新に伴う建設工事 

３）読影室に改修 

４）経年劣化による更新 

 

５）外来棟新築（新築工事３４０．０、ブリッジ工事 

５０．０） 

６）大型医療設備、経年劣化による代替機器、最新

医療機器の整備 

７）オーダリングシステムのリース機器導入及び更新 

８）ライナック棟新設に伴う機器の購入 

９）臨床研修用機器、ＯＡ機器の購入 

 

 

 

１）施設管理、検体検査、医事業務、給食、情報処

理等の外部委託 

２）電子カルテシステム及び部門システムの充実 

３）医事システム及び電子カルテシステム他の変更

作業 

 

１）機械室熱源設備の経年劣化による更新工事 

２）手術室３室パッケージエアコン更新工事 

３）診療科新設に伴う外来改修工事 

４）４階西病棟ナースコール更新工事 

５）大型医療設備、経年劣化による代替機器、最新

医療機器の整備 

６）婦人科新設による診療体制の整備 

７）ＤＭＡＴ関連装備品の購入 

８）各種医療機器の購入 

 

 

 

１）各領域において３週間１クールとして病院や施

設での実習を実施 

２）看護に必要な技術を習得するため、技術演習や

小グループによる体験学習を実施 

３）看護教育内容、方法の改善や教員の質の向上

を図るため、学外の研修会や研究会への参加 

４）看護師国家試験の模擬試験の実施 

 

 

１）教員室・事務室・講師控室・６番教室を除く校内

の全ての天井のアスベスト除去 

２）ドミトリーさくら内 1Ｆ・実習室設置のための改修

工事 

３）前後期末試験成績や学籍簿の管理のため新シ

ステムを導入 

 

１）パンフレット・ポスターの作成 

 

 

 

 

４６０．６ 

３５．５ 

 

７．０ 

 

 

４，３７２．８ 

 

 

４００．０ 

９８．６ 

８３．０ 

 

３９０．０ 

 

２００．０ 

 

１，６７３．３ 

４８０．０ 

 ５．０ 

 

 

 

２６９．５ 

   

１５６．３ 

３．２ 

 

 

８６．４ 

１５．０ 

１１．０ 

８．７ 

１５０．０ 

 

１１．９ 

９．８ 

５．４ 

 

 

 

３．５ 

 

１．３ 

 

１．３ 

 

１．０ 

 

 

４１．５ 

 

６．０ 

 

１１．４ 

 

 

１．９ 

 

 

 

 

３９３．０ 

１．０ 

 

０．０ 

 

 

３，９６４．０ 

 

 

３９６．０ 

９８．０ 

３１．０ 

 

３３．０ 

 

２００．０ 

 

１，２１１．０ 

０．０ 

５．０ 

 

 

 

２６５．９ 

 

１５３．０ 

１．１ 

 

 

７９．９ 

０．０ 

０．０ 

８．７ 

１４９．７ 

 

０．０ 

６．９ 

０．０ 

 

 

 

３．９ 

 

１．１ 

 

０．７ 

 

０．９ 

 

 

３８．０ 

 

２．０ 

 

０．０ 

 

 

２．１ 

 

 

 

 

６７．６ 

３４．５ 

 

７．０ 

 

 

４０８．８ 

 

 

４．０ 

０．６ 

５２．０ 
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《看護専門学校三郷校》 

１．教学関係 

１）宿泊学習の実施 

 

２）入学前教育の実施 

 

 

３）外部講師による特別講演の実施 

 

２．施設・設備関係 

１）車輌の購入 

２）図書の購入 

 

３．管理運営関係 

１）学校パンフレット制作 

２）看護学生募集要項の制作 

 

 

 

 

 

１）人間関係形成とクラスづくりを目的とした宿泊学

習 

２）入学前にｅラーニングを活用し、看護を学ぶにあ

たり、最低限必要な学力・意欲・基礎的スキルを養

成する 

３）外部講師による接遇教育の実施 

 

 

１）公用・実習時用車輌の購入 

２）図書室の整備充実 

 

 

１）パンフレット・ポスターの作成 

２）入学試験募集要項の作成 
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平成２７年度決算につきまして、事業活動収支計算書より説明いたします。（資料１） 

文部科学省から平成２５年４月２２日付けで、「学校法人会計基準の一部を改正する省令」（文部科学省令第 

１５号）が公布されました。これにより平成２７年度以降の会計年度に係る会計処理に適用され、計算書類等が

新会計基準の様式となりました。従来の消費収支計算書が事業活動収支計算書となって、経常的な収支（1.教育

活動収支と 2.教育活動外収支）と臨時的な収支（3.特別収支）に区分される「区分経理」が導入され、それらの

区分ごとに収支状況が把握できるようになりました。 

 

 

                                                        

【 教育活動収入の部 】 

学生生徒等納付金（構成比６．３％） 

医学部、大学院医学研究科、看護学部、大学院看護学研究科、助産学専攻科、看護専門学校壬生校、看護専門

学校三郷校の学生生徒納付金収入が、予算比７２百万円（１．４％）増の５３億３百万円となりました。 

 

寄付金（構成比１．１％） 

予算比比２０百万円（２．２％）減の９億 1６百万円となりました。 

 

経常費等補助金（構成比３．４％） 

予算比２億２７百万円（７．３％）減の２８億６２万円となりました。 

 

医療収入（構成比８７．１％） 

３病院（大学病院・越谷病院・日光医療センター）の医療収入の総額は、予算比２８億４５百万円（４．０％） 

増の７３３億３５百万円となりました。 

・大学病院        ：４３７億３８百万円 

・越谷病院        ：２４９億５０百万円 

・日光医療センター：  ４６億４７百万円 

 

【 教育活動支出の部 】 

人件費（構成比３９．０％） 

予算比７億５１百万円（２．３％）減の３２１億５０百万円となりました。 

教員人件費は、８５億７３百万円、職員人件費は、２１８億６６百万円、退職給与引当金繰入額は１７億１２

百万円となりました。 

 

教育研究経費（構成比５７．２％） 

予算比２６億４１百万円（５．９％）増の４７１億５１百万円となりました。 

このうち医療経費（構成比３８．５％）は、３病院総額で予算比３８億６８百万円（１３．９％）増の３１７

億４６百万円となりました。 

・大学病院    ：２０３億２１百万円（医療経費率４８．１％） 

・越谷病院    ：１０２億２７百万円（医療経費率４１．６％） 

・日光医療センター：  １１億９７百万円（医療経費率２６．３％） 

また、一般経費は、予算比９億９１百万円（９．５％）減の９４億１８百万円となりました。 

減価償却費は、予算比２億３６百万円（３．８％）減の５９億８７百万円となりました。 

 

管理経費（構成比３．３％） 

予算比５６百万円（２．０％）減の２７億４０百万円となりました。 

 

徴収不能額等（構成比０．１３％） 

予算比１６百万円（１５．６％）減の８１百万円となりました。 

 

 

■ 事業活動収支計算書の概要 

１.教育活動収支 



 

 

                                                      

【 教育活動外収入の部 】 

受取利息・配当金（構成比０．１％） 

 予算比４百万円（５．２％）減の７３百万円となりました。 

 

【 教育活動外支出の部 】 

借入金等利息（構成比０．０３％） 

予算比４百万円（１９．０％）増の２５百万円となりました。 

 

 

                                                   

【 特別収入の部 】 

その他の特別収入（構成比０．６％） 

予算比１２百万円（２．４％）増の４億６９百万円となりました。 

現物寄付が予算比２９百万円増、施設設備補助金（国庫）が１億百万円減、施設設備補助金（地公体）が 

５８百万円増となっています。 

 

【 特別支出の部 】 

資産処分差額（構成比０．０４％） 

予算比１億１８百万円（７６．１％）減の３７百万円となりました。 

 

法人負担金（構成比０．３％） 

予算比９百万円（３．４％）増の２億７１百万円となりました。 

 

 

以上、３つの活動区分の合計の事業活動収入は、予算比２８億１２百万円（３．５％）増の８４２億４４百万

円となりました。 

一方、事業活動支出は、予算比１７億５８百万円（２．２％）増の８２５億４０百万円となりました。 

その結果、基本金組入前当年度収支差額は、予算比１０億５４百万円（１６１．３％）増の１７億４百万円の

収入超過（黒字）となりました。なお、事業活動収支差額比率は２．０２％となりました。 

また、内部留保額（基本金組入前当年度収支差額＋減価償却額＋資産処分差額）は、予算比７億３３百万円 

（９．９％）増の８１億２３百万円となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.教育活動外収支 

３.特別収支 



 

 

次に、資金収支計算書について説明します。（資料２） 

資金収支計算書は、当該会計年度のすべての収入・支出の内容並びに支払資金の収入・支出の顛末を明らかに

した計算書になります。 

事業活動収支計算書に計上されていない「借入金収入」「前受金収入」「借入金等返済支出」「施設関係支出」

「設備関係支出」「資産運用支出」等が資金の収入・支出を伴うため計上されています。 

 

以下、事業活動収支計算書と重複するものを除いて主な項目について説明します。 

 

【 収入の部 】 

借入金等収入 

運転資金として、新たに２０億円を借入れしました。 

  

【 支出の部 】 

借入金返済支出 

市中金融機関からの長期借入金の約定償還は１０億２８百万円となりました。 

 

施設関係支出 

予算比１６億４３百万円（１８．２％）減の７３億７４百万円となりました。 

主なものは、大学の Dormitory いちょう建設工事（当年度支払分）５億７０百万円、大学病院の救命救急セン 

ターＩＣＵ整備工事３億１２百万円、本館耐震工事５億１４百万円、空調設備リニューアル工事２億７百万円、 

中央監視装置更新工事２億５４百万円、越谷病院の新棟土地取得・建設工事３９億６４百万円、ライナック棟 

新築工事３億９６百万円、日光医療センターの熱源リニューアル更新工事７１百万円がありました。 

 

設備関係支出 

予算比１４億６６百万円（２４．５％）減の４５億１０百万円となりました。 

 

資産運用支出 

計画どおり減価償却特定資産を２億円積み増ししたことにより６０億円となりました。 

 

その結果、翌年度繰越支払資金は予算比１３億７百万円（１６．１％）増の９４億１０百万円となりました。 

 

以上、平成２７年度決算の概要をご説明しました。 

平成２７年度の基本金組入前当年度収支差額は１７億４百万円の黒字となりましたが、過去５年間においての

推移を見ると年々減少しています。平成２４年度の４６億５０百万円に比べると、約３分の１になっていること

から、本学の財政基盤は決して安定しているとは言えず、今後も、継続して行われている事業に加え、新規事業

も計画されていることを鑑み、教職員一人ひとりがコスト意識を持ち、経費削減はもとより増収につながる方策

を打ち出すなど積極的に取り組むことが重要課題となっています。 

 

 

 

なお、獨協学園の決算、事業報告書については、獨協学園のホームページhttp://www.dac.ac.jp/をご覧くだ 

さい。 

 

■ 資金収支計算書の概要 

http://www.dac.ac.jp/


資料１

　　             　年　　　度
科　　　目
学 生 生 徒 等 納 付 金 5,231 5,303 △ 72
手 数 料 203 197 6
寄 付 金 896 916 △ 20
経 常 費 等 補 助 金 3,090 2,862 228
（ 国 庫 補 助 金 収 入 ） ( 2,539 ) ( 2,274 ) ( 265 )
（地方公共団体補助金収入） ( 549 ) ( 588 ) ( △ 39 )
（ そ の 他 補 助 金 収 入 ） ( 2 ) ( 0 ) ( 2 )
付 随 事 業 収 入 406 405 1
医 療 収 入 70,490 73,335 △ 2,845
雑 収 入 582 674 △ 92
教 育 活 動 収 入 計 A 80,898 83,692 △ 2,794
人 件 費 32,901 32,150 751
教 育 研 究 経 費 44,510 47,151 △ 2,641
（ 医 療 経 費 ） ( 27,878 ) ( 31,746 ) ( △ 3,868 )
（ 一 般 経 費 ） ( 10,409 ) ( 9,418 ) ( 991 )
（ 減 価 償 却 費 ） ( 6,223 ) ( 5,987 ) ( 236 )
管 理 経 費 2,796 2,740 56
（ 一 般 経 費 ） ( 2,434 ) ( 2,345 ) ( 89 )
（ 減 価 償 却 費 ） ( 362 ) ( 395 ) ( △ 33 )
徴 収 不 能 額 等 97 81 16
教 育 活 動 支 出 計 B 80,304 82,122 △ 1,818
教 育 活 動 収 支 差 額 C(A-B) 594 1,570 △ 976
受 取 利 息 ・ 配 当 金 77 73 4
そ の 他 の 教 育 活 動 外 収 入 0 0 0
教 育 活 動 外 収 入 計 D 77 73 4
借 入 金 等 利 息 21 25 △ 4
そ の 他 の 教 育 活 動 外 支 出 0 0 0
教 育 活 動 外 支 出 計 E 21 25 △ 4
教 育 活 動 外 収 支 差 額 F(D-E) 56 48 8
経 常 収 支 差 額 G(C+F) 650 1,618 △ 968
資 産 売 却 差 額 0 0 0
そ の 他 の 特 別 収 入 457 469 △ 12

（ う ち 現 物 寄 付 金 ） ( 41 ) ( 70 ) ( △ 29 )

（うち施設設備補助金・国庫） ( 136 ) ( 35 ) ( 101 )

（うち施設設備補助金・地公体） ( 280 ) ( 338 ) ( △ 58 )

（ う ち 過 年 度 修 正 額 ） 0 ( 26 △ 26
法 人 負 担 金 収 入 0 10 △ 10
特 別 収 入 計 H 457 479 △ 22
資 産 処 分 差 額 155 37 118
そ の 他 の 特 別 支 出 0 85 △ 85
法 人 負 担 金 支 出 262 271 △ 9
特 別 支 出 計 I 417 393 24
特 別 収 支 差 額 J(H-I) 40 86 △ 46

40 0 40
650 1,704 △ 1,054

基本金組入額合計 M   △ 11,553 △ 9,439 △ 2,114
当年度収支差額 N(L+M) △ 10,903 △ 7,735 △ 3,168
前年度繰越収支差額 O △ 81,064 △ 77,523 △ 3,541
基本金取崩額 P 0 0 0
翌年度繰越収支差額 Q(N+O+P) △ 91,967 △ 85,258 △ 6,709

事業活動収入計 81,432 84,244 △ 2,812
事業活動支出計 80,782 82,540 △ 1,758

参
考

平成27年度
決　算　額

教
育
活
動
収
支

収
入

支
出

（ 予 備 費 ） K
基本金組入前当年度収支差額 L(C+F+J-K)

教
育
活
動
外
収
支

収
入

支
出

特
別
収
支

収
入

支
出

　　平成２７年度事業活動収支計算書 　　

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

平成27年度
備考

予　算　額

（単位：百万円）

差　　異



資料２

　　　　　　　　　　年　　　度

科　　　目
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,231 5,303 △ 72
手 数 料 収 入 203 197 6
寄 付 金 収 入 894 909 △ 15

収 補 助 金 収 入 3,506 3,236 270
（ 国 庫 補 助 金 収 入 ） ( 2,675 ) ( 2,309 ) 366
（地方公共団体補助金収入） ( 829 ) ( 927 ) △ 98

入 （ そ の 他 補 助 金 収 入 ） ( 2 ) ( 0 ) 2
資 産 売 却 収 入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 406 405 1

の 医 療 収 入 70,490 73,335 △ 2,845
受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 77 73 4
雑 収 入 582 700 △ 118

部 借 入 金 等 収 入 2,000 2,000 0
前 受 金 収 入 1,479 1,284 195
そ の 他 の 収 入 22,680 19,301 3,379
資金収入調整勘定（△） △ 14,590 △ 16,205 1,615
法 人 負 担 金 収 入 0 10 △ 10
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 9,186 12,552 △ 3,366

合               計 102,144 103,100 △ 956
人 件 費 支 出 31,854 31,687 167
教 育 研 究 経 費 支 出 38,287 41,080 △ 2,793

支 管 理 経 費 支 出 2,434 2,430 4
借 入 金 等 利 息 支 出 21 25 △ 4
借 入 金 等 返 済 支 出 1,028 1,028 0

出 施 設 関 係 支 出 9,017 7,374 1,643
設 備 関 係 支 出 5,976 4,510 1,466
資 産 運 用 支 出 6,000 6,000 0

の そ の 他 の 支 出 12,561 13,004 △ 443
予 備 費 40 0 40

部 資金支出調整勘定（△） △ 13,439 △ 13,719 280
法 人 負 担 金 支 出 262 271 △ 9
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 8,103 9,410 △ 1,307

合               計 102,144 103,100 △ 956

　　平成２７年度資金収支計算書　　　
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（単位：百万円）

平成27年度 平成27年度
差　　異 備　考

予　算　額 決　算　額

【資産の部】 【負債の部】

固　　定　　資　　産 76,143 70,403 5,740 固　　定　　負　　債 23,144 21,202 1,942

　有形固定資産 69,533 64,034 5,499 流　　動　　負　　債 14,869 13,978 891

　特定資産 6,000 5,800 200
【純資産の部】

　その他の固定資産 610 569 41 基　　 　本　 　　金 149,285 139,846 9,439

流　　動　　資　　産 25,897 27,100 △ 1,203 繰 越 収 支 差 額 △ 85,258 △ 77,523 △ 7,735

合　　　計 102,040 97,503 4,537 合　　　計 102,040 97,503 4,537

本年度末 前年度末 増　減

　[解説]　この表は年度末における財務状態を表わしたもので、Ｂ／Ｓ（バランスシート）とも言われます。資産とは、教育研究診療に使用または

　　　　運用される大学の財産であり、負債とはその財産の調達資金のうち、将来返さなければならないお金（他人資金）です。基本金と繰越収支

　　　　差額は、調達資金のうち外部へ返さなくてもよいもので、大学に完全に帰属する資金総額であり、純資産（自己資金）と呼ばれています。

資 産、負 債 の 状 況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成28年3月31日現在）

（単位：百万円）

資　　　産　　　の　　　部 負債および純資産の部

科　　　目 本年度末 前年度末 増　減 科　　　目
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単位：億円 基本金組入前当年度収支差額推移表

学生生徒等納付金

6.3%

経常費等補助金3.4%

寄付金 1.1%
雑収入他 2.1%

管理経費 3.3%
法人負担金他 0.5%

事業活動収入 84,244百万円 事業活動支出 82,540百万円

人件費

39.0％
医療収入

87.1％

教育研究経費

(医療経費除く)

18.7％

医療経費

38.5％

平成27年度決算 事業活動収支の科目別構成比



389.6 401.6 405.2 406.2 
437.4 

193.9 203.0 215.4 223.7 

249.5 
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単位：億円 医 療 収 入 推 移 表

大学病院

越谷病院

日光医療ｾﾝﾀｰ

165.7 168.1 171.1 177.3 

203.2 

72.2 74.7 81.6 82.6 
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単位：億円 医 療 経 費 推 移 表

大学病院

越谷病院

日光医療ｾﾝﾀｰ

223.9 233.5 234.1 228.9 234.2 

121.7 128.3 133.8 141.1 

147.2 

30.8 31.6 32.4 34.0 34.5 
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単位：億円 医 療 粗 利 益 推 移 表

大学病院

越谷病院

日光医療ｾﾝﾀｰ
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単位：億円 主な教育研究経費(医療経費除く)

光熱水費

修繕費

業務委託費

賃借料

283.2 

293.9

304.4

315.4
321.5
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

単位：億円 人 件 費 推 移 表

49.6 50.7 52.0 52.5 53.0 

12.6 14.4 14.6 
11.4 9.9 

31.4 31.2 
33.2 32.3 32.4 
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単位：億円 学納金・寄付金・補助金の収入推移表

学納金

寄付金

補助金



8.6 

23.5 

17.4 
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単位：億円 借 入 金 残 高

18.5 

52.9
47.6

105.2
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単位：億円 施設・設備関係支出推移表

施設関係支出

設備関係支出

106.9 110.2
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単位：億円 翌年度繰越支払資金




